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伊

藤

彌

彦

は
じ
め
に

私
た
ち
は
完
結
し
た
新
島
襄
の
生
涯
を
知
っ
て
い
る
。
そ
の
新
島
襄
が
偉
人
で
あ
る
こ
と
に
筆
者
も
少
し
も
異
論
は
な
い
。
し
か

し
、
偉
人
を
前
提
に
し
て
、
時
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
彼
の
人
生
を
眺
め
る
と
、
出
来
事
を
「
所
与
性
」
と
し
て
と
ら
え
、
生
涯
を
自

己
完
結
的
な
統
一
体
と
し
て
連
続
性
の
も
と
に
解
釈
し
が
ち
に
な
る
（
歴
史
解
釈
に
お
け
る
有
機
体
的
発
展
）。

そ
れ
で
こ
こ
で
は
「
青
年
新
島
」
を
前
提
に
し
て
、
未
知
の
深
み
に
飛
び
込
ん
だ
人
生
（launch﻿out﻿into﻿the﻿deep

）
と
し
て

と
ら
え
る
。
す
る
と
、
未
来
は
つ
ね
に
「
課
題
性
」
と
し
て
彼
の
前
に
存
在
し
て
い
た
。
そ
こ
で
は
非
連
続
性
、
矛
盾
を
含
み
な
が

ら
、
飛
躍
や
転
化
の
契
機
を
経
て
人
間
成
長
と
し
て
の
連
続
性
、
統
一
性
を
形
成
し
た
の
で
あ
っ
た
（
歴
史
解
釈
に
お
け
る
弁
証
法

的
発
展
、
三
木
清
「
有
機
体
説
と
弁
証
法
」『
三
木
清
全
集
』
三
巻
、
参
照
）。

新
島
襄
の
生
涯
に
は
、
離
藩
脱
国
と
い
う
人
生
を
決
定
的
に
方
向
づ
け
た
期
間
が
あ
っ
た
。
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
三
月
十
二

日
〔
旧
暦
〕、
江
戸
湾
か
ら
函
館
に
向
け
て
の
船
出
に
始
ま
り
、
一
八
六
五
年
十
月
十
一
日
〔
新
暦
〕
に
ア
メ
リ
カ
入
国
を
果
た
す

ま
で
の
期
間
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
快
風
丸
、
ベ
ル
リ
ン
号
、
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
で
の
船
上
生
活
が
あ
っ
た
。

偶
然
訪
れ
た
チ
ャ
ン
ス
を
逃
さ
ず
、
快
風
丸
乗
船
工
作
に
成
功
し
て
江
戸
を
離
れ
た
日
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す
る
ま
で
の
一
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二

年
半
の
間
に
起
こ
っ
た
経
過
は
、
い
わ
ば
二
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
の
よ
う
に
進
行
し
た
。
一
段
目
は
江
戸
か
ら
函
館
ま
で
の
時
間
、
こ
れ

は
江
戸
社
会
か
ら
離
脱
し
て
主
体
的
自
由
（
自
分
の
人
生
を
自
分
で
作
為
す
る
こ
と
の
始
ま
り
）
を
得
る
飛
躍
、
新
島
自
身
の
言
葉

を
使
え
ば
藩
か
ら
の
「
脱
櫪
」
で
あ
っ
た
。
二
段
目
は
函
館
か
ら
密
航
し
て
ア
メ
リ
カ
に
入
国
す
る
ま
で
。
ベ
ル
リ
ン
号
と
ワ
イ
ル

ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
の
な
か
で
人
格
の
成
長
、
内
面
性
の
成
熟
が
な
さ
れ
た
時
間
で
あ
っ
た
。

さ
て
こ
の
期
間
に
新
島
襄
が
書
き
残
し
た
文
章
に
は
、「
函
館
紀
行
」「
航
海
日
記
」
と
英
文
「
日
本
脱
出
の
理
由
」
の
三
つ
が
あ

る
。
し
か
し
前
二
つ
と
最
後
の
一
文
、
中
で
も
「
函
館
紀
行
」
と
「
日
本
脱
出
の
理
由
」
は
、
そ
の
内
容
が
あ
ま
り
に
も
違
う
の
で

驚
か
さ
れ
る
。
同
じ
人
物
の
書
い
た
文
章
に
、な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
違
い
が
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
「
日
本
脱
出
の
理
由
」

は
、
後
年
記
さ
れ
たM

y Y
ounger D

ays

（「
私
の
若
き
日
々
」）
と
の
比
較
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
「
函
館
紀
行
」「
航

海
日
記
」
と
比
較
す
る
。

な
ぜ
こ
う
も
違
う
の
か
。
こ
の
三
文
章
が
同
一
人
物
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、そ
こ
に
は
、芋
虫
が
蝶
に
変
身
す
る
「
変
態
（
メ

タ
モ
ル
フ
ォ
ー
ゼ
）」
の
よ
う
な
、
破
格
の
意
識
変
革
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
（
人
格
）
の
「
飛
躍
」
が
あ
っ
た
と
見
ざ
る
を
得
な
い
。

航
行
中
の
船
内
生
活
の
な
か
で
、
な
に
が
、
い
か
に
起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
く
に
目
立
つ
の
は
「
日
本
脱
出
の
理
由
」
に
お
い
て

語
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
関
す
る
告
白
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
事
実
の
誇
張
が
か
な
り
含
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
単
な
る
入
国
す

る
た
め
の
便
宜
的
言
説
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
彼
の
人
生
が
証
明
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
考
察
の
た
め
に
、
関
連
す
る
以
下
の
手
記
や
書
簡
に
も
目
配
り
し
て
お
く
。

関
連
手
記

「
函
館
脱
出
之
記
」
元
治
元
年
六
月
十
四
日
（『
新
島
襄
全
集
5
』）

「
箱
楯
よ
り
の
略
記
」
一
八
六
六
年
二
月
二
十
二
日
ア
ン
ド
ゥ
府
に
て
（『
新
島
襄
全
集
5
』）
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三

関
連
書
簡

菅
沼
錠
次
郎
宛　

元
治
元
年
三
月
十
一
日
（『
新
島
襄
全
集
3
』）

新
島
民
治
宛　

元
治
元
年
四
月
二
十
五
日
（『
新
島
襄
全
集
3
』）

飯
田
逸
之
助
宛　

元
治
元
年
四
月
二
十
五
日
（『
新
島
襄
全
集
3
』）

新
島
民
治
宛　

元
治
元
年
四
月
二
十
五
日
（『
新
島
襄
全
集
3
』）

新
島
民
治
宛　

元
治
元
年
六
月
十
四
日
（『
新
島
襄
全
集
3
』）

Fukushi﻿U
nokichi

宛　

上
海
に
て　

一
八
六
四
・
八
・
九
（『
新
島
襄
全
集
6
』）

Fukushi﻿U
nokichi

宛　

上
海
に
て　

一
八
六
四
・
八
・
一
〇
（『
新
島
襄
全
集
6
』）

新
島
双
六
宛　

一
八
六
五
年
（『
新
島
襄
全
集
3
』、
書
簡
番
号
13
）

新
島
双
六
宛　

一
八
六
五
年
（『
新
島
襄
全
集
3
』、
書
簡
番
号
14
）

新
島
民
治
宛　

一
八
六
六
・
二
・
二
一
（『
新
島
襄
全
集
3
』）

新
島
民
治
宛　

一
八
六
七
・
三
・
二
九
（『
新
島
襄
全
集
3
』）

新
島
襄
宛﻿

飯
田
保
〔
逸
之
助
〕
書
簡　

慶
應
三
年
六
月
十
七
日
（『
新
島
襄
全
集
9
』）

「
函
館
紀
行
」

手
記
「
函
館
紀
行
」
の
冒
頭
に
は
、
偶
然
に
近
い
チ
ャ
ン
ス
を
捉
え
て
周
到
な
乗
船
工
作
を
成
就
さ
せ
た
経
緯
が
縷
々
記
さ
れ
て

い
る
。
工
作
は
ま
ず
快
風
丸
を
所
有
す
る
本
家
松
山
藩
か
ら
乗
船
許
可
を
得
る
こ
と
に
始
ま
り
、
成
功
す
る
と
「
疾
走
す
る
事
飛
ぶ

が
如
く
」
安
中
藩
邸
に
戻
り
、
上
司
飯
田
逸
之
助
氏
を
動
か
し
て
安
中
藩
主
工
作
を
依
頼
。
藩
主
の
内
諾
を
知
る
と
、「
喜
欣
に
堪
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四

え
か
ね
覚
え
ず
大
声
を
し
て
曰
く
、
嗚
呼
天
我
を
棄
て
ざ
る
か
、
我
業
の
成
否
こ
の
一
挙
に
あ
り
」
と
喜
び
の
声
を
発
し
た
。
ち
な

み
に
こ
の
一
節
は
、
か
つ
て
蘭
学
修
得
の
特
待
生
三
人
の
う
ち
の
一
人
に
選
ば
れ
「
勉
学
指
向
型
」
青
年
に
な
っ
て
い
た
の
に
、
藩

主
が
替
わ
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
夢
が
次
々
と
消
え
て
い
っ
た
「
絶
望
の
安
政
五
年
」
の
対
極
を
な
す
。
青
年
新
島
の
人
生
が
明
転
し

た
瞬
間
で
あ
っ
た
。
父
親
に
対
し
て
は
、
上
部
組
織
の
許
可
と
い
う
「
ノ
ー
」
と
い
え
な
い
状
況
を
作
っ
た
後
で
函
館
行
の
話
を
持

ち
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

政
事
風
俗
の
探
査

安
中
藩
大
目
付
は
、
新
島
の
修
学
許
可
願
の
「
算
学
」
を
「
兵
学
」
に
、
つ
ま
り
「
航
海
兵
学
之
科
術
研
窮
」
と
さ
せ
た
う
え
で

承
認
し
た
（
新
島
民
治
「
伜
稽
古
修
業
一
件
」）。
そ
し
て
修
行
料
と
し
て
十
五
両
を
貸
与
し
た
。
新
島
の
主
目
的
は
函
館
で
武
田
斐

三
郎
の
英
学
塾
に
行
く
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
函
館
ま
で
の
道
中
で
は
航
海
兵
学
上
の
探
索
も
実
行
し
て
い
た
。
次
の
飯
田
逸
之
助
宛

書
簡
で
は
、
平た

い
ら

城
址
や
城
下
の
情
報
収
集
の
様
子
を
報
告
し
て
い
る
。

「
安
藤
侯
の
居
城
、
平
を
見
物
致
し
、
そ
の
日
城
下
に
一
泊
。
政
事
風
俗
の
探
索
仕
り
、
尽
く
日
記
に
止
め
居
き
候
間
、
帰
府
の

上
御
覧
に
呈
す
べ
く
、
且
つ
別
に
平
城
の
略
図
差
し
上
げ
候
間
、
御
照
覧
遊
ば
さ
る
べ
く
候
」（
元
治
元
年
四
月
二
十
五
日　

飯
田

逸
之
助
宛
）
と
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
函
館
で
こ
の
手
紙
を
認
め
た
四
月
二
十
五
日
段
階
で
「
帰
府
の
上
御
覧
に
」
と
、
江

戸
に
戻
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

な
お
こ
の
城
下
町
を
探
索
中
、「
馬ば

奴ど

城
下
を
往
来
す
る
に
尽
く
口
紐
を
緩
め
、
且
ツ
軽
荷
物
或
は
荷
物
無
け
れ
ば
必
ら
ず
其
馬

に
乗
り
行
き
、
士
人
の
来
を
見
れ
ど
一
切
下
ら
ず
。
故
に
我
等
厳
く
下
れ
下
れ
と
云
て
、
而
後
、
彼
渋
々
と
馬
よ
り
下
る
。
予
此
を

見
て
法
令
の
不
厳
を
知
る
」（『
新
島
襄
全
集
5
』、
一
四
頁
）
と
記
す
。
他
藩
を
旅
行
中
に
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
馬
し
な
い
馬
奴
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五

を
叱
る
新
島
た
ち
の
姿
は
、
ま
さ
に
徳
川
社
会
に
お
け
る
士
族
の
秩
序
意
識
丸
出
し
で
あ
る
。

花
街
、
芸
娼
の
記
述

ま
た
「
函
館
紀
行
」
に
は
総
州
勝
浦
、
奥
州
磐
前
郡
仲
之
作
、
南
部
鍬
ヶ
崎
、
函
館
薬
師
山
麓
山
之
上
の
四
か
所
の
花
街
の
記
述

が
あ
る
。
総
州
勝
浦
で
は
、
難
航
し
た
快
風
丸
か
ら
無
事
上
陸
し
た
解
放
感
か
ら
、
酒
肴
と
芸
娼
二
人
を
呼
び
、
地
下
〔
冥
土
〕
か

ら
の
生
還
に
祝
杯
を
あ
げ
た
と
詠
う
。
た
だ
し
甘
言
の
う
ら
で
芸
娼
が
獗け

っ

猖し
ょ
う

だ
と
も
記
し
た
。
函
館
薬
師
山
麓
山
之
上
の
花
街
に

つ
い
て
は
、
一
転
し
て
厳
し
い
。「
こ
れ
男
子
の
足
を
容
る
べ
き
地
に
あ
ら
ず
。
如な

何ん

と
な
れ
ば
此
所
の
廱よ

う

毒ど
く

、
他よ

所そ

よ
り
別
し
て

性
悪
し
き
由
」
と
。
ニ
コ
ラ
イ
僧
侶
か
ら
に
梅
毒
の
話
を
聞
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

問
題
は
、
南
部
鍬く

わ
が
ざ
き

ヶ
崎
で
の
経
験
で
あ
る
。「
函
館
紀
行
」
で
は
「
予
上
陸
し
、
伊
勢
屋
清
兵
衛
の
家
に
宿
す
。
予
鍬
ケ
崎
の
様

子
を
見
る
に
驚
く
べ
き
事
あ
り
。
如
何
と
な
れ
ば
、
家
毎
に
妓
二
、
三
人
、
或
は
四
、
五
人
あ
り
。
且
つ
そ
の
総
計
三
百
人
余
に
至

る
由
。
こ
れ
商
船
の
出
入
り
多
き
に
依
る
な
り
。
…
こ
の
地
の
人
物
、
陽
〔
男
〕
は
粗
に
し
て
陰
〔
女
〕
は
獗け

っ

猖し
ょ
う

な
る
事
甚
だ
し
。

こ
れ
悪
む
べ
き
風
俗
」
と
記
し
た
。
こ
の
地
の
女
は
は
な
は
だ
「
獗
猖
」、
ど
厚
か
ま
し
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
な
り
の
金
子
を
奪

取
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
の
手
記
が
、
何
者
か
に
よ
っ
て
「
一
丁
裏
か
ら
次
丁
表
に
か
け
て
各
約
三
分
の
二
」
切
除
さ
れ
て

い
る
（『
新
島
襄
全
集
5
』、
一
五
頁
）。
上
司
飯
田
逸
之
助
宛
書
簡
に
は
「
南
部
鍬
ケ
崎
港
に
着
、
睾
丸
を
延
ば
し
申
し
候
。
…
去

り
乍な

が

ら
青
年
者
の
為
に
は
宜
し
か
ら
ざ
る
所
に
て
、
六
、
七
百
の
戸
口
に
商
人
は
十
分
一
に
満
た
ず
、
余
は
尽
く
娼
家
に
て
候
。
…
」

と
タ
メ
口
で
書
く
。

だ
が
翌
朝
、
鍬
ヶ
崎
を
出
帆
す
る
時
の
情
景
描
写
は
、「
こ
の
日
朝
は
快
晴
な
り
し
が
、
離
別
の
涙
雨
か
、
陰
雨
濛も

う

々も
う

と
し
て
降
り
、

転う
た

た
離
別
の
情
を
し
て
切
な
ら
し
む
」
と
、
新
島
に
し
て
は
珍
し
く
、
ま
る
で
歌
謡
曲
の
一
節
の
よ
う
で
、
別
れ
を
惜
し
む
し
っ
ぽ
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六

り
し
た
感
想
を
残
し
た
。
彼
も
ま
だ
若
い
青
年
な
の
で
あ
る
。

所
持
金
の
こ
と

こ
こ
で
函
館
修
学
時
の
新
島
青
年
の
所
持
金
の
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。「
函
館
脱
出
之
記
」
の
中
に
、
日
本
脱
出
時
の
財
布

の
な
か
を
総
括
し
て
、「
不
用
の
品
物
を
売
払
ひ
て
取
得
し
金
子
二
両
二
分
、
且
つ
我
が
持
ち
し
金
一
両
二
分
な
る
故
、
総
計
嚢
中

の
金
子
四
両
な
り
。
扨
予
家
を
出
る
時
ハ
二
十
五
両
の
金
子
を
持
ち
し
か
、
海
路
に
長
く
日
を
費
や
し
、
時
ニ
港
の
怪
物
に
奪
取
ら

れ
、
今
は
如か

く
の

此ご
と
く

困
窮
し
、
物
件
等
を
う
り
よ
ふ
や
く
四
両
の
金
子
に
あ
り
付
け
り
、
嗚
呼
我
な
ん
ぞ
金
に
縁
な
き
や
」（『
新
島
襄

全
集
5
』、
七
〇
頁
）
と
記
し
て
い
る
。

新
島
は
藩
か
ら
俸
祿
を
も
ら
っ
て
い
る
身
分
で
あ
っ
た
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
函
館
修
業
に
あ
た
っ
て
は
さ
ら
に
藩
か
ら
十
五
両

の
修
業
料
を
貸
与
さ
れ
、
出
発
時
、
懐
に
は
二
十
五
両
持
っ
て
い
た
。
一
両
を
六
万
円
に
換
算
す
る
と
現
在
価
格
に
し
て
一
五
〇
万

円
に
な
る
。
大
金
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
密
出
国
す
る
頃
、
財
布
の
な
か
に
は
わ
ず
か
一
両
二
分
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
私
財
を
処
分

し
て
や
っ
と
四
両
に
し
て
乗
船
し
て
い
た
。
当
時
の
貨
幣
単
位
は
四
進
法
で
、
一
両
が
四
分
、
一
分
が
四
朱
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

一
両
二
分
は
九
万
円
に
あ
た
る
。
三
月
七
日
に
江
戸
を
出
発
し
て
、
六
月
十
四
日
に
函
館
を
脱
国
す
る
三
カ
月
の
間
に
、
一
五
〇
万

円
を
九
万
円
に
減
ら
し
た
。
所
持
金
の
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
消
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

今
ま
で
誰
も
こ
の
事
実
を
指
摘
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、
国
外
脱
出
を
決
意
し
た
裏
事
情
と
し
て
見
過
ご
し
て
は
な
ら
な
い
。
皮
肉

な
見
方
を
す
れ
ば
、
こ
の
ま
ま
で
は
藩
に
も
親
に
も
会
わ
せ
る
顔
が
な
い
。
外
国
に
行
く
し
か
な
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
父
親
宛
に
は
「
さ
て
諸
品
の
高
価
な
る
事
、
江
戸
の
倍
位
に
御
座
候
。
そ
れ
を
恐
れ
あ
ま
り
買
物
等
を
致
さ
ず
ば
、
却
っ
て
暮

ら
し
の
為
に
宜
し
き
か
と
存
じ
候
」（
元
治
元
年
四
月
二
十
五
日
）
と
函
館
の
物
価
高
を
伝
え
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
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七

ど
こ
で
金
を
失
っ
た
の
か
。「
函
館
紀
行
」
に
は
、
武
田
塾
の
菅
沼
精
一
郎
ら
三
名
を
料
理
店
に
誘
引
し
、
酔
い
の
回
っ
た
頃
を

見
図
っ
て
「
西
洋
人
の
食
客
」
に
な
り
た
い
旨
の
相
談
を
持
ち
か
け
、
僧
官
ニ
コ
ラ
イ
の
情
報
を
入
手
し
た
。
こ
の
よ
う
に
情
報
収

集
の
た
め
に
有
効
な
使
い
方
も
し
て
い
た
。

し
か
し
大
半
は
「
港
の
怪
物
に
奪
い
取
ら
れ
」
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
「
南
部
鍬
ケ
崎
港
に
着
、
睾
丸
を
延
ば
し
申
し
候
」

と
あ
る
辺
で
失
敗
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
大
金
を
持
っ
た
青
年
新
島
七
五
三
太
は
、世
情
に
う
と
い
、ウ
ブ
な
青
年
で
も
あ
っ

た
。
こ
う
し
て
み
る
と
新
島
は
最
初
か
ら
聖
人
の
よ
う
な
人
で
な
く
、
ま
た
石
部
金
吉
金
兜
の
よ
う
な
無
粋
な
人
物
で
も
な
く
、
世

間
並
の
青
年
武
士
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
函
館
紀
行
」
の
中
で
、
脱
国
と
直
接
つ
な
が
り
そ
う
な
記
述
は
少
な
い
。
わ
ず
か
に
見
ら
れ
る
気
配
は
、
ロ
シ
ア
の
建
て
た
病

院
シ
ス
テ
ム
に
感
心
し
て
西
洋
文
明
の
水
準
の
高
さ
を
知
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
武
田
塾
の
田
中
茂
幸
木
（
会
津
藩
）
が
消
息
不
明
に

な
っ
た
の
を
、「
但
こ
の
人
英
商
デ
ウ
ス
の
家
に
至
り
英
語
を
学
び
し
故
、
こ
の
人
に
便
り
英
国
に
至
り
し
な
ら
ん
」
と
推
測
し
た

点
で
あ
る
。
な
お
後
者
は
四
月
二
十
五
日
の
記
載
で
あ
る
、
父
・
民
治
と
上
司
・
飯
田
逸
之
助
宛
に
書
簡
を
書
い
た
の
と
同
じ
日
で

あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
手
記
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
信
仰
に
関
す
る
記
載
も
気
配
も
ま
っ
た
く
無
い
。

所
持
金
に
関
し
て
は
、
新
島
襄
は
わ
ず
か
四
両
を
懐
に
日
本
を
出
国
し
た
。
そ
し
て
十
年
後
に
は
五
千
ド
ル
の
学
校
建
設
資
金
を

持
っ
て
帰
国
す
る
の
で
あ
っ
た
。

渡
米
直
後
、
キ
リ
ス
ト
教
的
禁
欲
倫
理
の
青
年
に
成
長
し
た
姿

な
お
新
島
襄
の
名
誉
の
た
め
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
函
館
行
き
の
道
中
で
遊
ん
だ
こ
と
を
深
く
後
悔
し
反
省
し
、
過
ち
を
繰
り

返
さ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
に
着
い
て
間
も
な
く
の
手
紙
に
は
、
弟
新
島
双
六
へ
「
観
音
〔
浅
草
観
音
〕
の
北
に
当
た
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八

り
八
丁
土
手
に
続
き
た
る
一
地
〔
吉
原
遊
郭
〕
は
、
忠
臣
孝
子
の
嫌
う
べ
き
所
に
御
座
候
間
、
決
し
て
彼
の
地
へ
は
徘
徊
せ
ぬ
よ
う
」

（
新
島
民
治
宛
書
簡　

一
八
六
七
年
三
月
二
九
日
）
と
忠
告
す
る
。

ま
た
フ
ィ
リ
プ
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー
生
徒
の
品
行
に
比
べ
て
日
本
の
書
生
を
「
我
が
朝
放
蕩
の
諸
生
、
酒
を
の
み
自
ら
英
雄
と
か
称

し
、
世
間
の
人
を
見
下
げ
豚
犬
と
か
呼
び
、
親
兄
弟
を
蹴け

付つ

け
、
情
の
知
れ
ぬ
女
郎
に
な
じ
み
、
遂
に
廱よ

う

毒ど
く

（
梅
毒
の
こ
と
）
に
染

ま
り
、
…
」
と
批
判
し
た
あ
と
、「
少
子
も
昔
の
七
五
三
太
〔
襄
の
幼
名
〕
と
大
い
に
違
い
、」（
同
書
簡
）
と
記
し
て
い
た
。
つ
ま

り
新
島
青
年
に
は
失
敗
に
学
ぶ
修
正
能
力
が
あ
っ
た
。
最
初
か
ら
、
聖
人
君
子
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
自
己
を
律
す
る
近
代
人
に

成
長
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

国
外
脱
出
の
船
旅

新
島
青
年
は
元
治
元
年
六
月
十
四
日
（
一
八
六
四
年
七
月
十
七
日
）
深
夜
、
命
を
か
け
て
ベ
ル
リ
ン
号
に
乗
り
密
出
国
し
た
。
元

治
元
年
七
月
九
日
（
一
八
六
四
年
八
月
十
日
）、
上
海
で
、
米
国
に
向
か
う
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
乗
換
え
た
。
一
八
六
五

年
七
月
二
十
日
、
そ
の
船
は
目
的
地
の
ボ
ス
ト
ン
港
に
入
港
し
た
が
、
新
島
襄
が
船
を
下
り
確
実
に
ア
メ
リ
カ
に
入
国
で
き
た
の
は

一
八
六
五
年
十
月
十
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

金
も
持
た
ず
難
民
状
態
で
の
密
出
国
に
は
、
出
国
時
、
船
中
生
活
、
入
国
時
の
三
つ
の
難
関
が
あ
っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
号
で
の
二
十

五
日
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
諸
港
で
交
易
し
な
が
ら
ア
メ
リ
カ
に
帰
る
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
内
で
の
一
年
余
り
、
二
つ
の
船
内
で

の
約
一
年
三
カ
月
を
、
新
島
襄
は
外
国
人
の
下
で
労
働
し
な
が
ら
過
ご
し
た
。
密
航
船
内
の
新
島
青
年
の
内
面
に
何
が
起
き
た
で
あ

ろ
う
か
。
昆
虫
に
例
え
れ
ば
、
芋
虫
が
蝶
に
羽
化
す
る
時
、「
さ
な
ぎ
（
蛹
）」
と
い
う
動
き
の
少
な
い
巣
ご
も
り
期
間
が
あ
る
。
外

界
か
ら
隔
離
さ
れ
た
密
航
船
内
の
時
間
と
空
間
は
、
青
年
新
島
を
旧
世
界
人
か
ら
近
代
市
民
に
、
封
建
士
族
か
ら
文
明
市
民
へ
脱
皮
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九

さ
せ
る
い
わ
ば
「
蛹
の
時
間
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
船
中
の
様
子
を
「
航
海
日
記
」
か
ら
眺
め
て
み
る
。

ベ
ル
リ
ン
号
で
切
れ
か
け
る

ベ
ル
リ
ン
号
乗
船
七
日
目
の
「
航
海
日
記
」
に
は
こ
う
あ
る
。

六
月
二
十
一
日　

ソ
ア
ン
デ
ー
〔
実
際
は
サ
タ
デ
ー
〕
晴
（
中
略
）

今
は
襦
袢
三
枚
を
洗
う
。
我
れ
家
に
在
り
し
時
、
自
衣
を
洗
わ
ず
。
然
し
今
は
学
問
の
為
と
は
申
し
な
が
ら
、
自
か
ら
辛
苦

を
知
る
は
、
こ
れ
又
学
問
の
一
と
諦
ら
め
り
。
去
り
乍
ら
、
父
母
を
し
て
こ
の
辛
苦
を
し
ら
し
め
ば
、
必
ら
ず
四
行
の
涙
、
潜
々

な
ら
ん
。

吾
れ
今
、
言
語
通
ぜ
ざ
る
故
、
空
し
く
支
那
人
の
指
揮
を
受
け
り
。
然
し
他
年
、
彼
等
を
し
て
豚
犬
の
如
く
な
ら
し
め
ん
。

慨
然
た
る
に
堪
え
ず
、
偶
然
一
詩
を
得
た
り
。

自
従
辞
函
楯　

空
被
役
洋
人　
　
　

函
楯
を
辞
し
て
よ
り
、
空
し
く
洋
人
に
役
せ
ら
る
。

憂
国
還
憂
国　

憤
然
不
思
身　
　
　

憂
国
ま
た
憂
国
、
憤
然
と
し
て
身
を
思
わ
ず
。

�

（「
航
海
日
記
」『
新
島
襄
自
伝
』　

岩
波
文
庫
、
一
〇
四
頁
）

こ
の
青
年
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
自
分
の
衣
服
を
洗
濯
し
た
こ
と
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
た
。
封
建
武
士
の
常
識
で
は
、

洗
濯
の
よ
う
な
肉
体
労
働
は
女
子
、
小
人
〔
身
分
の
卑
し
い
も
の
〕
の
仕
事
と
さ
れ
、
新
島
も
そ
れ
を
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
日
中
国
人
の
指
揮
下
で
肉
体
労
働
を
し
た
こ
と
に
も
強
い
屈
辱
感
を
持
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
は
将
来
、
彼
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一
〇

ら
を
「
豚
犬
」
の
よ
う
に
見
下
し
て
や
る
と
心
に
誓
う
。
新
島
の
意
識
は
偏
狭
な
民
族
意
識
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
こ
の
日
、
有
名
な
「
憂
国
」
の
漢
詩
を
書
き
残
し
た
。
こ
れ
を
作
っ
た
裏
事
情
に
つ
い
て
は
、
後
年
、
こ
う
書
く
、「
あ

る
乗
客
が
い
た
。
彼
が
ア
メ
リ
カ
人
な
の
か
イ
ギ
リ
ス
人
な
の
か
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。
…
彼
は
と
て
も
親
切
に
接
し
て
く
れ
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
時
に
は
私
を
非
常
に
乱
暴
に
扱
っ
た
。
あ
る
時
、
何
を
命
令
さ
れ
た
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
た
め
に
、
私
は
彼

か
ら
殴
ら
れ
た
。
私
は
激
怒
し
、
仇
を
取
る
た
め
に
日
本
刀
を
取
り
に
自
分
の
部
屋
に
急
い
で
駆
け
お
り
た
。
刀
を
つ
か
み
、
ま
さ

に
部
屋
か
ら
飛
び
出
そ
う
と
し
た
そ
の
時
、
胸
に
湧
き
あ
が
っ
て
く
る
も
の
が
あ
っ
た
。
…
こ
の
程
度
の
こ
と
に
耐
え
ら
れ
な
け
れ

ば
、ど
う
し
て
重
大
な
試
練
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
…
」
と
（「
私
の
若
き
日
々
」『
新
島
襄
自
伝
』
岩
波
文
庫
、六
六
頁
）。

洋
人
に
殴
ら
れ
た
時
、
武
士
の
面
目
丸
つ
ぶ
れ
で
、
思
わ
ず
刀
に
手
を
か
け
よ
う
と
す
る
士
族
根
性
丸
出
し
の
新
島
青
年
が
あ
っ

た
。
人
格
破
綻
寸
前
、
刃
傷
沙
汰
に
及
び
そ
う
な
自
分
を
制
し
、
な
ん
と
か
憤
怒
を
漢
詩
に
托
し
て
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
っ
た
の

で
あ
る
。
自
分
に
は
「
憂
国
」
と
い
う
高
貴
な
使
命
が
あ
る
と
思
う
こ
と
で
、
屈
辱
を
我
慢
し
た
時
の
漢
詩
で
あ
る
。
も
し
こ
の
時
、

新
島
が
切
れ
て
い
た
ら
、
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
は
と
ん
で
も
な
い
奴
を
乗
船
さ
せ
た
、
と
下
船
を
命
じ
、
今
の
同
志
社
も
存
在
し
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

翌
日
の
「
航
海
日
記
」
も
陰
鬱
で
あ
る
。

六
月
二
十
二
日　

半
晴

吾
れ
思
う
、
今
日
、
船
、
右
舷
紀
州
地
方
に
当
ら
ん
。
午
時
左
舷
東
方
に
一
の
島
を
遥
か
に
見
た
り
。
こ
の
島
如
何
な
る
名

な
る
を
知
ら
ず
。

甲カ

比ピ

丹タ
ン

一
切
書
を
教
え
ず
。
外
に
一
人
有
り
し
故
、
こ
の
者
に
教
授
を
頼
み
し
が
、
甲
比
丹
同
様
、
貪
慾
鄙
劣
の
者
な
る
故
、
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一

七
つ
か
八
つ
の
語
を
聞
き
、
且
つ
一
語
三
、
四
度
も
教
え
呉
れ
し
に
、
真
似
出
来
ざ
れ
ば
怒
声
を
発
し
、
或
は
鼻
と
頤あ

ご

に
手
を

掛
け
、
口
を
開
き
て
、「do

と
云
え
」
と
申
せ
し
事
も
こ
れ
有
り
候
。

英
語
を
習
お
う
と
し
て
も
船
長
は
教
え
て
く
れ
な
い
。
も
う
一
人
の
洋
人
に
聞
こ
う
と
し
た
が
、
無
礼
に
も
自
分
の
顔
を
つ
か
ま

れ
、“do”

と
言
わ
れ
た
。
こ
う
い
う
わ
け
で
新
島
は
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
真
只
中
に
あ
っ
た
。

難
民
状
態
で
乗
船
し
た
誇
り
高
き
武
士
が
、
乗
船
一
週
間
に
し
て
、
船
中
で
異
文
化
接
触
を
体
験
し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の

波
状
攻
撃
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
。
ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
挙
げ
て
み
る
と
、
一
、
言
語
不
通
、
二
、
襦
袢
の
洗
濯
、
三
、
中
国
人
や
洋

人
に
命
令
さ
れ
る
、
四
、
学
問
の
不
振
、
発
音
学
習
の
困
難
、
五
、
他
人
に
顔
を
触
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
う
密

航
中
の
船
内
生
活
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
新
島
襄
に
と
っ
て
ベ
ル
リ
ン
号
船
内
の
す
べ
て
が
敵
対
的
だ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
は
新
島

に
何
点
か
の
洋
服
を
与
え
て
お
り
、
そ
れ
な
り
の
気
配
り
を
し
て
く
れ
て
い
た
。
む
し
ろ
ベ
ル
リ
ン
号
で
の
二
十
五
日
間
は
、
旧
世

界
の
封
建
武
士
が
十
九
世
紀
西
洋
文
明
と
正
面
か
ら
文
化
衝
突
を
起
こ
し
た
時
間
、
手
荒
い
西
洋
世
界
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期

間
で
あ
っ
た
。

聖
書
を
読
む

と
こ
ろ
で
乗
船
十
一
日
目
、の
元
治
元
年
六
月
二
十
五
日（
一
八
六
四
年
七
月
二
十
八
日
）の
箇
所
に
は
聖
書
の
記
述
が
あ
る
。「
航

海
日
記
」
に
初
め
て
現
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
記
述
で
あ
る
。

「
今
日
セ
ー
ロ
ル
〔
セ
イ
ラ
ー
〕
よ
り
借
り
た
る
耶
蘇
経
典
を
読
む
事
、
少
し
計
り
な
り
。
実
に
帰
郷
の
上
、
再
び
父
母
に
逢
い
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一
二

た
る
心
地
、
恰
も
か
く
の
如
き
か
と
思
わ
れ
、
心
の
喜
び
斜
め
な
ら
ず
」（『
新
島
襄
自
伝
』
岩
波
文
庫
、
一
〇
六
頁
）
と
。

聖
書
を
セ
ー
ロ
ル
（
船
員
）
か
ら
借
り
た
、
と
い
う
こ
と
は
、
英
語
学
習
欲
の
他
に
キ
リ
ス
ト
教
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
そ
し
て
英
文
聖
書
を
開
い
て
い
た
。
こ
の
段
階
で
の
新
島
の
英
文
聖
書
の
読
解
能
力
に
は
疑
問
が
あ
る
し
、
ま
し
て
ど
の
程
度

の
信
仰
を
持
っ
て
い
た
か
は
謎
で
あ
る
。
し
か
し
目
を
通
し
た
聖
書
か
ら
、
故
郷
に
帰
郷
し
て
父
母
に
逢
っ
た
よ
う
で
非
常
に
う
れ

し
い
と
感
じ
て
い
た
。
ベ
ル
リ
ン
号
乗
船
以
来
、
殺
伐
と
し
た
日
々
の
つ
づ
い
た
な
か
で
、
聖
書
に
よ
っ
て
心
の
安
ら
ぎ
得
た
こ
と

は
確
実
で
、
聖
書
に
親
和
性
を
持
っ
た
こ
と
が
分
か
る
一
節
で
あ
る
。
聖
書
の
ど
こ
を
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
、
旧
約
聖
書
か
新
約
聖

書
か
？
筆
者
に
は
想
像
が
つ
か
な
い
一
節
で
あ
る
。
か
つ
て
江
戸
で
漢
訳
聖
書
抜
粋
の
「
創
世
紀
」
を
読
み
、
自
分
を
生
み
育
て
た

の
は
両
親
だ
が
自
分
を
創
っ
た
の
は
「
天
父
」
だ
と
知
り
、
実
父
と
の
絆
を
超
越
す
る
論
理
を
見
出
し
て
い
た
。
今
度
は
逆
に
聖
書

か
ら
父
母
を
想
起
し
た
の
で
あ
る
。

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
移
乗
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
の
出
会
い

上
海
で
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
乗
り
換
え
、
異
な
る
二
つ
の
船
上
生
活
を
経
験
し
た
こ
と
が
、
新
島
青
年
に
有
意
義
な
成

果
を
も
た
ら
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
号
で
の
二
十
五
日
は
手
荒
い
西
洋
文
明
と
の
遭
遇
時
間
で
あ
っ
た
。
乗
換
え
た
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー

ヴ
ァ
ー
号
に
お
け
る
長
い
道
中
は
、
新
島
青
年
の
人
格
を
成
熟
さ
せ
る
「
巣
ご
も
り
（
蚕
の
時
間
）」
期
間
で
あ
っ
た
、
と
筆
者
は

推
測
す
る
。
特
に
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
の
「
出
会
い
」、
こ
の
船
長
と
一
年
余
り
、
時
間
、
空
間
を
共
に
し
た
こ
と
は
他
に
変
え
が
た

い
幸
運
で
あ
っ
た
。
天
の
采
配
（
プ
ロ
ビ
デ
ン
ス
）
と
い
う
べ
き
か
。

こ
の
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
お
け
る
長
い
巣
ご
も
り
期
間
に
、
新
島
青
年
は
英
語
力
を
増
し
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
深
め

た
。
そ
れ
は
西
洋
文
明
、
近
代
市
民
社
会
へ
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間
と
な
っ
た
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
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一
三

テ
イ
ラ
ー
船
長
（H

orace﻿S.﻿T
aylor　

一
八
二
九
－
一
八
六
九
）
と
の
出
会
い
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
の
が
、
上
海
か
ら
福
士
卯

之
吉
宛
に
出
さ
れ
た
次
の
英
文
書
簡
で
あ
る
。
英
語
の
間
違
い
を
含
め
て
原
文
通
り
引
用
し
て
置
く
。

[T
o﻿Fukushi﻿U

nokichi]﻿[A
ugust﻿10,﻿1864]

I﻿think﻿new
﻿captain﻿is﻿m

uch﻿better﻿than﻿old﻿captain.﻿I﻿tell﻿to﻿new
﻿captain﻿it﻿‘A

s﻿you﻿see﻿m
e,﻿I﻿am

﻿very﻿

block,﻿but﻿I﻿w
ish﻿go﻿to﻿A

m
erika,﻿and﻿I﻿w

ish﻿to﻿read﻿m
uch﻿books.﻿Please!﻿Let﻿m

e﻿reach﻿m
y﻿aim

 he﻿answ
erd﻿

yes,﻿and﻿he﻿had﻿laughed﻿w
ith﻿good﻿face.﻿I﻿firt﻿understood﻿duty﻿of﻿servant,﻿but﻿I﻿have﻿to﻿day﻿m

ore﻿tim
e﻿to﻿

read﻿a﻿book﻿after﻿m
ade﻿any﻿thing﻿in﻿this﻿new

﻿ship,﻿and﻿captain﻿coll﻿cloats-boy,﻿and﻿com
m

end﻿to﻿him
﻿to﻿

m
ake﻿m

y﻿cloats﻿and﻿trausers.

10
d﻿July,﻿ganti﻿1

year.�

（『
新
島
襄
全
集
6
』、
三
頁
）

な
ぜ
手
紙
を
英
文
で
書
い
た
の
か
。
早
々
と
西
洋
か
ぶ
れ
し
た
キ
ザ
な
青
年
に
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
。
当
時
の
日
本
人
に
は
英

語
は
通
じ
な
い
。
英
文
は
い
わ
ば
暗
号
通
信
の
よ
う
な
も
の
で
、
脱
国
を
手
伝
っ
た
福
士
に
も
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
、
双
方
の
安

全
保
障
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
文
章
か
ら
新
島
は
基
本
的
な
英
作
文
の
力
を
具
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
脱
国
の
目
的
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
船
長
に
ア
メ
リ
カ
に
行
き
た
い
、
英
語
の
本
を
沢
山
読
み
た
い
、
と

訴
え
た
。
そ
れ
が
テ
イ
ラ
ー
船
長
に
通
じ
た
時
、
船
長
の
顔
を
見
る
と
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
た
。
労
働
の
義
務
を
果
た
し
た
後
の
余
り

時
間
で
勉
強
で
き
そ
う
は
確
信
を
え
た
。
初
対
面
の
時
か
ら
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
良
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
て
い
た
空
気
が
伝
わ
る
手

紙
で
あ
る
。
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一
四

別
の
箇
所
で
は
、「
此
の
船
頭
は
甚

は
な
は
だ

立
派
な
る
人
に
し
て
、
恰
も
画
き
た
る
関
羽
の
如
し
。
船
頭
吾
を
呼
て
ジ
ョ
ー
ゼ
フ
と
名な

づ

く
、

且
つ
吾
に
船
頭
部
屋
の
掃
除
及
ひ
給
仕
等
の
役
目
を
言
付
け
り
」（「
箱
楯
よ
り
の
略
記
」、『
新
島
襄
全
集
5
』
七
三
－
七
四
頁
）
と

書
く
。

テ
イ
ラ
ー
は
立
派
な
あ
ご
ひ
げ
を
蓄
え
て
い
た
か
ら
関
羽
髯
の
武
将
を
連
想
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
十
一
歳
の
新
島
が
出
会
っ
た

時
、
テ
イ
ラ
ー
は
三
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
兄
貴
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
で
の
生
活

さ
て
「
航
海
日
記
」
の
な
か
に
出
て
く
る
英
語
は
、
曜
日
、
地
名
、
人
名
な
ど
の
単
語
レ
ベ
ル
の
表
記
は
散
見
で
き
る
が
、
英
文

は
、
七
月
十
一
日
に
三
つ
、
八
月
十
一
日
に
二
つ
あ
る
の
み
で
あ
る
。
前
者
は
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
乗
船
二
日
目
の
文
で
こ

こ
に
、I﻿shall﻿call﻿your﻿nam

e﻿joe.
と
あ
る
。
船
長
の
言
葉
を
忠
実
に
筆
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ー
ム
で
呼
ば
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
新
島
は
船
長
を
ど
う
呼
ん
で
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
キ
ャ
プ
テ
ン
・
テ
イ
ラ
ー

だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
タ
テ
社
会
の
人
間
関
係
に
ド
ッ
プ
リ
浸
か
っ
て
育
っ
た
新
島
青
年
が
、
年
齢
差
に
関
係
な
く
フ
ァ
ー
ス

ト
・
ネ
ー
ム
で
呼
び
合
う
ア
メ
リ
カ
社
会
の
人
間
関
係
の
風
通
し
の
良
さ
に
、
ほ
ど
な
く
気
付
い
た
は
ず
で
あ
る
。

後
年
書
か
れ
た
半
生
記
「
私
の
若
き
日
々
」
に
は
船
上
生
活
の
様
子
が
手
際
よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

航
海
中
の
私
の
仕
事
は
船
長
の
食
事
の
給
仕
を
し
、
船
室
を
き
ち
ん
と
整
え
る
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
船
長
の
仕
事
が
な
い

時
は
、
よ
く
〔
マ
ス
ト
の
〕
綱
を
引
く
仕
事
も
し
た
。
航
海
中
も
っ
と
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
船
長
と
と
も
に
毎
日
、
船
の

位
置
を
計
測
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
私
に
は
非
常
に
親
切
で
、
自
分
の
弟
の
よ
う
に
接
し
て
く
れ
た
。
私
に
対
し
て
一
度
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一
五

も
意
地
の
悪
い
言
葉
を
吐
か
な
か
っ
た
。

船
中
の
誰
も
が
、
私
に
気
持
ち
よ
く
接
し
て
く
れ
た
。
私
は
船
首
に
あ
る
水
夫
部
屋
へ
行
っ
て
船
員
た
ち
に
会
い
た
い
、
と

よ
く
思
っ
た
が
、
許
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
（『
新
島
襄
自
伝
』、
六
九
－
七
〇
頁
）。

テ
イ
ラ
ー
船
長
は
、
新
島
が
優
れ
た
青
年
で
あ
る
こ
と
を
見
抜
い
た
。
新
島
が
航
海
術
を
心
得
て
い
て
、
数
学
も
よ
く
で
き
る
こ

と
も
知
る
。
サ
イ
ン
、
コ
サ
イ
ン
を
用
い
た
計
算
も
で
き
た
の
で
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
測
定
値
か
ら
船
の
位
置
を
計
算
す
る
競
争
を

楽
し
ん
だ
り
し
て
、
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
言
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
私
は
、
船
長
室
付
き
と
な
っ
た
新
島
が

こ
の
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
一
年
以
上
暮
ら
し
た
意
味
は
大
き
か
っ
た
と
思
う
。
信
仰
も
あ
り
能
力
も
高
い
良
質
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
市
民
で
あ
る
船
長
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
文
明
の
感
化
を
知
ら
ず
し
ら
ず
に
受
け
、
二
人
は
得
難
い
人
間
関
係
を
築
い
た
の
で
あ
っ
た
。

洗
濯
す
る
青
年

以
下
は
す
で
に
書
い
た
話
で
あ
る
が
（
拙
書
『
の
び
や
か
に
語
る
新
島
襄
と
明
治
の
書
生
』
参
照
）、
新
島
青
年
の
人
格
の
熟
成

を
示
す
例
な
の
で
改
め
た
紹
介
す
る
。
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
お
い
て
も
洗
濯
の
記
述
が
二
度
書
か
れ
て
い
る
。

元
治
二
年
〔
慶
應
元
年
〕
正
月
元
旦

古
郷
の
け
さ
は
如
何
な
る
色
な
ら
ん　
　

つ
ら
き
勤
の
春
も
知
ら
ま
じ

元
旦
に
衣
そ
そ
く
は
如
何
な
る
ぞ　
　

去こ

年ぞ

の
旧ふ

る

あ
か
洗
抜
と
て
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一
六

こ
こ
に
は
自
分
の
服
を
自
分
で
洗
う
の
は
当
然
で
あ
り
、
元
旦
の
日
に
洗
濯
を
す
る
自
分
の
姿
を
ユ
ー
モ
ア
を
漂
わ
せ
て
詠
う
ゆ

と
り
が
現
れ
て
い
る
。
そ
し
て
両
親
は
「
よ
も
や
息
子
が
元
旦
に
洗
濯
す
る
な
ど
と
お
も
っ
て
も
い
ま
い
」
と
む
し
ろ
誇
ら
し
げ
に

詠
っ
て
い
る
風
情
さ
え
み
え
る
。

〔
一
八
六
五
年
〕
五
月
十
七
日
（
水
）

今
暁
四
時
よ
り
六
時
迄
雨
降
る
。
雨
水
を
取
り
我
が
衣
を
洗
え
り
。
且
ツ
船
主
の
下
衣
、
褌

ふ
ん
ど
し

、
枕
覆
等
を
洗
え
り
。
午
後

二
時
に
又
雨
降
れ
り
。

こ
の
よ
う
に
淡
々
と
自
衣
の
み
な
ら
ず
船
長
の
下
着
ま
で
洗
濯
し
た
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
書
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

後
日
新
島
襄
は
、
こ
の
時
の
経
験
を
、
ア
メ
リ
カ
で
苦
学
す
る
蔵く

ら

原は
ら

惟こ
れ

郭ひ
ろ

を
激
励
す
る
際
、
書
簡
で
こ
う
伝
え
て
い
た
。

御
労
働
中
甚
だ
つ
ら
き
事
も
あ
る
べ
し
、
…
労
働
は
人
生
の
良
薬
な
り
、
苦
難
は
青
年
の
業
を
成
す
の
階
梯
な
り
。
小
弟
昔

時
労
働
せ
し
事
一
年
余
、
又
人
の
糞
汁
迄
洗
い
し
事
あ
り
。
是
等
の
事
は
今
日
に
と
り
小
弟
を
益
す
る
殊
に
甚
だ
し
。
愛
兄
よ

忍
ぶ
べ
し
。
…
（
蔵
原
惟
郭
宛
て
明
治
十
八
年
五
月
三
十
日
書
簡
『
新
島
襄
全
集　

3
』）
と
。

新
島
は
船
長
の
糞
汁
ま
で
洗
濯
す
る
激
烈
な
経
験
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
立
腹
も
せ
ず
屈
辱
感
も
持
た
ず
に
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
新
島
青
年
と
テ
イ
ラ
ー
船
長
が
良
好
な
人
間
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た

そ
れ
は
肉
体
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
が
、
主
人
と
奴
隷
の
身
分
制
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
対
等
な
人
格
が
契
約
に
よ
っ
て
仕
事
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一
七

を
す
る
近
代
社
会
の
形
式
で
あ
る
こ
と
を
体
験
さ
せ
て
い
た
。

書
簡
は
さ
ら
に
語
る
「
人
労
し
て
初
め
て
黄こ

が
ね金

の
貴
き
を
知
る
。
日
本
の
乳
臭
書
生
、
多
く
は
金
の
貴
き
を
知
ら
ず
。
乞
い
さ
え

す
れ
ば
事
は
容
易
に
成
る
可
し
と
思
わ
ら
る
に
は
甚
だ
困
り
候
。
…
」
と
（
同
書
）。
こ
れ
は
過
去
の
自
分
へ
反
省
の
言
葉
で
も
あ
る
。

か
つ
て
函
館
修
学
の
時
、
持
参
金
の
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
を
「
港
の
怪
物
」
等
に
浪
費
し
た
際
も
、
他
人
事
の
よ
う
に
「
嗚
呼
我
な
ん

ぞ
金
に
縁
な
き
や
」
と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
乳
臭
書
生
、ベ
ル
リ
ン
号
で
は
自
衣
の
洗
濯
さ
え
蔑
視
し
て
い
た
乳
臭
書
生
は
、今
や
「
労

し
て
初
め
て
黄
金
の
貴
き
を
知
る
」
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
、
い
つ
し
か
文
明
市
民
に
成
熟
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

よ
う
な
モ
ラ
ル
の
在
り
方
に
関
し
て
は
後
述
す
る
Ｔ
・
Ｓ
・
ア
ー
サ
ー
の
小
説
が
得
意
と
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
小
説
『
人
生
の
指

針
』
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。

英
語
学
習

と
こ
ろ
で
新
島
襄
は
ア
メ
リ
カ
上
陸
に
際
し
て
、「
日
本
脱
出
の
理
由
」
と
い
う
長
く
見
事
な
英
文
エ
ッ
セ
イ
を
書
い
た
。
そ
こ

に
示
さ
れ
る
英
語
力
を
、
い
つ
、
い
か
に
高
め
た
か
。
ま
た
そ
こ
で
語
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
い
つ
深
め
た
の
だ
ろ
う
か
。
日

本
国
内
で
新
島
が
深
い
信
仰
を
宿
し
て
い
た
と
は
、
筆
者
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ら
は
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
乗
船
中

に
生
ま
れ
た
変
化
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
以
外
の
機
会
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

英
語
学
習
に
つ
い
て
の
記
述
は
「
航
海
日
記
」
に
は
な
い
。
ま
た
そ
こ
に
書
き
残
さ
れ
た
英
語
文
章
は
数
行
あ
る
の
み
で
あ
る
。

つ
ま
り
証
拠
付
け
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
こ
の
期
間
に
何
ら
か
の
方
法
で
英
語
力
を
磨
い
た
筈
で
あ
る
。

英
会
話
は
日
々
、
耳
学
問
と
し
て
学
習
し
上
達
し
た
と
い
え
る
。
読
み
書
き
能
力
は
ど
う
か
。
こ
れ
に
関
し
て
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ

う
な
の
が
、
新
島
が
ボ
ス
ト
ン
で
船
を
離
れ
る
時
の
持
物
リ
ス
ト
の
中
あ
る
七
冊
の
書
籍
で
あ
る
（『
新
島
襄
全
集　

5
』、
六
六
頁
）。
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一
八

そ
れ
ら
は
英
文
聖
書
、
漢
訳
新
約
聖
書
、
漢
・
英
文
法
書
（
上
下
二
冊
）、
中
国
地
理
、
算
数
書
、
小
説
『
人
生
の
指
針
』
の
七
冊

で
あ
る
。

ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
に
移
乗
し
て
41
日
目
の
「
航
海
日
記
」
に
は
、

八
月
九
日
〔
一
八
六
四
年
九
月
二
十
一
日
〕
半
〔
晴
〕

甲
比
丹
、
予
に
バ
イ
ブ
ル
を
与
へ
り
（
岩
波
文
庫
『
新
島
襄
自
伝
』、
一
一
三
頁
）。

と
あ
る
か
ら
、
英
文
聖
書
は
テ
イ
ラ
ー
船
長
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
。

ま
た
、十

一
月
八
日
〔
一
八
六
四
年
十
二
月
六
日
〕M

onday

今
日
、
我
れ
余
の
小
刀
を
八
元
に
て
甲
比
丹
に
売
却
す
（
同
、
一
一
六
頁
）

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
漢
訳
を
買
う
た
め
で
あ
っ
た
。「
香
港
で
中
国
語
の
新
訳
聖
書
を
一
冊
買
い
た
か
っ
た
が
、
持
っ
て
い
た
日
本

の
お
金
が
通
用
し
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
こ
で
船
長
に
小
刀
を
八
ド
ル
で
買
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
頼
ん
だ
。
そ
の
金
を
手
に

い
れ
て
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、
船
長
は
私
が
中
国
人
の
給
仕
と
一
緒
に
市
内
見
物
の
た
め
に
上
陸
す
る
許
可
を
く
れ
た
。
そ
れ
で
私

は
中
国
人
の
書
店
で
新
約
聖
書
を
購
入
す
る
好
機
を
得
た
」（「
私
の
若
き
日
々
」『
新
島
襄
自
伝
』、
六
八
頁
）
と
。
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一
九

英
文
聖
書
を
も
ら
っ
た
三
カ
月
近
く
後
に
、
な
ぜ
中
国
語
の
新
約
聖
書
を
購
入
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
英
文
よ
り
も
漢
文
に
慣
れ
て

お
り
、
英
文
聖
書
の
読
解
に
併
用
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
聖
書
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
新
島
の
英
語
読
解
力
は
高
め
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
持
物
の
中
に
漢
・
英
文
法
書
（
上
下
二
冊
）
が
あ
る
の
は
、
そ
の
た
め
の
道
具
と
し
て
香
港
で
入
手
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
二
つ
の
聖
書
を
対
比
し
て
解
読
す
る
時
の
必
需
品
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

わ
ず
か
の
手
掛
か
り
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
聖
書
が
英
語
読
解
力
向
上
の
教
科
書
の
役
割
も
果
た

す
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
深
め
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
こ
の
現
物
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
書
き
込
み
は
、
新
島
の
信

仰
と
英
語
力
の
進
展
を
追
跡
す
る
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
。
そ
れ
に
し
て
も
武
士
の
魂
と
い
わ
れ
る
刀
を
手
放
し
て
聖
書
を
買
っ
た

こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。
過
去
の
武
士
世
界
か
ら
の
決
別
と
新
し
く
西
洋
文
明
社
会
へ
の
参
入
、
新
島
襄
の
変
身
を
象
徴
す
る
行
為

で
あ
っ
た
。

も
う
一
冊
の
持
物
、
小
説
『
人
生
の
指
針
』
と
は
、「
航
海
日
記
」
の
リ
ス
ト
に
「1-Story,﻿finger﻿post

」
と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

今
年
、
二
〇
二
一
年
七
月
の
新
島
研
究
会
例
会
の
三
好
彰
氏
の
報
告
に
よ
っ
て
、
こ
の
表
記
がT

.﻿S.﻿A
rthur,﻿Finger Posts on 

the W
ay of Life,﻿1853

を
指
す
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
い
っ
た
い
ど
ん
な
小
説
で
、
な
ぜ
こ
れ
が
新
島
の
持
物
の
中
に
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

辞
典
類
で
著
者
の
Ｔ
・
Ｓ
・
ア
ー
サ
ー
（
一
八
〇
九
－
一
八
八
八
）
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
、
今
の
ア
メ
リ
カ
で
は
忘
れ
去
ら

れ
て
い
る
が
、
十
九
世
紀
、
中
流
階
級
に
も
て
は
や
さ
れ
た
人
気
作
家
で
あ
っ
た
。
南
北
戦
争
前
に
も
っ
と
も
読
ま
れ
て
い
た
女
性

月
刊
誌G

odey’s Lady’s Book,

の
常
連
寄
稿
者
で
あ
り
、
一
八
五
三
年
か
ら
は
自
分
で
雑
誌A

rthur’s H
om

e M
agazine

を
創

刊
し
、
死
ぬ
ま
で
編
集
に
携
わ
っ
た
と
い
う
。
作
品
は
、
結
婚
や
家
庭
生
活
の
手
引
き
、
商
売
を
志
す
若
者
向
け
の
教
え
な
ど
の
物

語
風
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
い
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
中
流
階
級
に
尊
厳
と
上
品
さ
を
植
え
つ
け
、
強
欲
な
商
売
を
非
難
す
る
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〇

等
、
社
会
的
道
徳
律
を
普
及
さ
せ
た
作
家
で
あ
っ
た
と
い
う
。

新
島
が
こ
の
本
を
ど
の
よ
う
に
し
て
手
に
い
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
で
買
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
誰
か
か
ら
贈
ら
れ
た
と
す

る
と
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
か
ら
で
あ
ろ
う
。
英
書
購
読
の
テ
キ
ス
ト
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
今
日
、Finger 

Posts on the W
ay of Life

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
無
料
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。

推
測
す
る
に
典
型
的
な
中
流
階
級
の
テ
イ
ラ
ー
船
長
は
、
ア
ー
サ
ー
の
本
や
雑
誌
を
持
っ
て
乗
船
し
て
い
た
。
そ
し
て
新
島
の
英

語
学
習
熱
に
応
じ
て
そ
れ
ら
を
テ
キ
ス
ト
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
英
語
力
増
強
だ
け
で
な
く
、
一
九
世
紀
中
葉
の
ア

メ
リ
カ
中
流
階
級
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
の
モ
ラ
ル
を
伝
え
、
結
果
的
に
新
島
を
感
化
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
文
化
へ
の
自
然
体
の
感
化

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
い
つ
、
い
か
に
深
ま
っ
た
の
か
。
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
宗
教
社
会
学
で
は
宗
教
に
お
け
る
原
理
忠
誠

（
教
理
に
よ
る
救
済
）、
人
格
忠
誠
（
人
に
よ
る
救
済
）、
組
織
忠
誠
（
制
度
に
よ
る
救
済
）
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
荒
っ
ぽ
く
言
え
ば
、

そ
の
宗
教
の
原
理
・
教
条
に
賛
同
す
る
者
、
そ
の
宗
教
を
導
く
人
物
に
共
鳴
・
帰
依
す
る
者
、
社
会
集
団
と
し
て
の
そ
の
宗
教
に
同

調
す
る
者
が
い
る
と
い
う
。
新
島
襄
の
場
合
、
聖
書
へ
の
関
心
が
あ
る
う
え
に
、
何
に
も
増
し
て
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
い
う
人
格
の
感

化
力
が
大
き
く
作
用
し
た
の
で
は
な
い
か
。

テ
イ
ラ
ー
船
長
は
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
の
信
者
で
あ
っ
た
が
、
聖
職
者
で
は
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
を
信
じ
て
い
る
「
在
家
の
信
徒
」

で
あ
る
。
そ
の
テ
イ
ラ
ー
船
長
が
日
常
的
に
自
然
体
で
振
舞
う
所
作
、
言
動
か
ら
感
化
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー

ヴ
ァ
ー
号
で
の
一
年
余
り
の
新
島
襄
の
生
活
は
船
長
室
付
き
の
雑
用
係
で
あ
っ
た
。
船
長
と
日
常
の
時
間
、
空
間
を
共
に
し
た
の
で

あ
る
。
そ
こ
で
目
撃
し
た
船
長
の
言
動
や
宗
教
的
儀
礼
（
例
え
ば
食
事
前
の
祈
り
）
は
ア
メ
リ
カ
文
明
の
生
き
証
人
、
近
代
市
民
の
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一

良
き
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
。
信
仰
も
あ
り
能
力
も
高
い
良
質
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
市
民
で
あ
る
船
長
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
文
明
の

力
を
知
ら
ず
し
ら
ず
に
受
け
て
生
活
し
た
。
ま
し
て
憧
れ
の
ア
メ
リ
カ
文
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
説
教
臭
い
教
導
で
は
な
く
無
言
の
感

化
、
自
然
体
の
影
響
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
も
か
え
っ
て
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

テ
イ
ラ
ー
船
長
が
な
ぜ
聖
書
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
か
を
推
測
し
て
み
よ
う
。
船
長
が
宣
教
し
よ
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
む

し
ろ
新
島
襄
の
方
の
求
道
意
識
が
そ
う
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
新
島
が
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
ナ
イ
ー
ブ
な
質
問
を
次
々
す
る
の

で
、
神
学
者
で
も
な
い
船
長
は
バ
イ
ブ
ル
を
自
分
で
読
む
よ
う
に
と
与
え
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
と
も
か
く
そ
れ
ま
で
に
二
人
の
間

で
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
会
話
が
進
行
し
て
い
て
、
新
島
襄
の
本
気
度
を
感
じ
た
か
ら
、
聖
書
を
贈
呈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

船
長
と
の
間
で
キ
リ
ス
ト
教
そ
し
て
信
仰
に
関
し
て
か
な
り
共
通
し
た
意
識
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
を
示
す
ひ
と

つ
の
証
拠
が
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
宛
に
書
い
た
新
島
の
次
の
メ
モ
で
あ
る
。

船
が
ボ
ス
ト
ン
入
港
後
、
船
長
は
早
々
に
実
家
に
帰
っ
た
り
し
た
が
、
入
国
で
き
な
い
新
島
襄
は
三
カ
月
近
く
船
内
で
悶
々
と
し

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
前
後
の
頃
と
思
う
が
、
新
島
襄
が
テ
イ
ラ
ー
船
長
に
密
か
に
渡
し
た
メ
モ
が
残
っ
て
い
る
。

拙
い
英
文
で
、
新
島
の
ア
メ
リ
カ
入
国
と
船
主
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
に
よ
る
就
学
援
助
を
勝
ち
取
る
た
め
の
助
力
を
嘆
願
し
た
メ
モ
で
あ

る
。
こ
の
「
嘆
願
メ
モ
」
は
Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
の
眼
に
触
れ
な
い
よ
う
に
テ
イ
ラ
ー
家
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
十
七
年
後
、
テ

イ
ラ
ー
未
亡
人
か
ら
ハ
ー
デ
ィ
ー
家
に
提
供
さ
れ
た
。
三
男
の
Ａ
・
Ｓ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
が
『
新
島
襄
の
生
涯
と
手
紙
』
一
八
九
一
年
、

を
書
く
た
め
資
料
集
め
を
始
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
（Paragraphs﻿w

ritten﻿for﻿Captain﻿H
orace﻿S.﻿T

aylor﻿in﻿1865　
en﻿

route﻿to﻿Boston

『
新
島
襄
全
集
6
』
三
七
〇
頁
、
日
本
語
訳
は
『
新
島
襄
全
集　

10
』
一
八
－
二
〇
頁
）。

メ
モ
の
中
で
い
う
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私
は
ど
う
や
ら
私
の
大
目
的
を
達
成
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
上
げ
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん

…
あ
あ
、
私
は
み
じ
め
な
愚
か
者
で
す
。
あ
な
た
以
外
に
わ
た
し
を
救
っ
て
下
さ
る
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
わ
け
で

す
か
ら
、
私
は
心
の
底
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
私
の
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
ど
う
か
よ
い
道
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。
目

的
を
達
成
さ
せ
て
下
さ
る
な
ら
ば
、
私
は
あ
な
た
の
ご
親
切
と
思
い
や
り
を
絶
対
わ
す
れ
ま
せ
ん
。
死
ん
で
墓
に
埋
め
ら
れ
ま

し
て
も
、
私
の
魂
は
天
国
へ
行
き
、
神
様
に
あ
な
た
の
こ
と
を
報
告
し
、
神
が
真
実
を
も
っ
て
あ
な
た
を
祝
福
な
さ
る
よ
う
に

い
た
し
ま
す
。
…
（
北
垣
宗
治
訳
『
新
島
襄
全
集　

10
』）
と
書
く
。

こ
の
「
嘆
願
メ
モ
」
で
注
目
に
値
す
る
の
は
、
も
し
大
目
的
を
実
現
で
き
た
な
ら
ば
、
自
分
は
「
死
ん
で
墓
に
埋
め
ら
れ
た
時
も
、

私
の
魂
は
天
国
へ
行
き
、神
様
に
あ
な
た
の
こ
と
を
報
告
し
、神
が
真
実
を
も
っ
て
あ
な
た
を
祝
福
な
さ
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
」
と
、

キ
リ
ス
ト
教
的
言
質
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
つ
し
か
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
新
島
襄
は
信
仰
を
共
有
す
る
次
元
に
達
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
付
言
す
れ
ば
、
や
が
て
こ
の
メ
モ
は
「
日
本
脱
出
の
理
由
」
の
作
文
の
内
容
に
反
映
さ
れ
て
い
っ
た
。

「
日
本
脱
出
の
理
由
」
は
い
つ
、
ど
こ
で
書
か
れ
た
か

こ
の
問
題
を
い
ち
ば
ん
詳
し
く
精
査
し
た
の
は
太
田
雄
三
氏
の
研
究
で
あ
る
（『
新
島
襄
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
八
六
－
九
一
頁
）。

通
説
が
矛
盾
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
以
下
、
筆
者
な
り
の
整
理
を
し
、
一
つ
の
解
釈
を
試
み
る
。

Ａ
・
Ｓ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
（
Ａ
・
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
の
三
男
）
が
書
い
た
新
島
の
伝
記
『
新
島
襄
の
生
涯
と
手
紙
』
の
説
明
で
は
、
七

月
二
十
日
に
船
が
ボ
ス
ト
ン
到
着
し
て
ほ
ど
な
く
、
船
主
の
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
が
船
の
見
聞
に
訪
れ
る
と
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
か
ら
ア
メ

リ
カ
で
教
育
を
受
け
た
い
日
本
人
青
年
を
連
れ
て
き
た
話
を
聞
か
さ
れ
た
。そ
の
青
年
を
引
き
合
わ
せ
が
、英
語
会
話
が
通
じ
な
か
っ
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た
。
そ
こ
で
船
員
宿
に
泊
ま
ら
せ
て
文
章
に
さ
せ
、
そ
れ
を
十
月
十
一
日
に
受
け
取
っ
た
。
出
来
上
が
っ
た
手
記
の
内
容
に
深
く
心

を
打
た
れ
た
ハ
ー
デ
ィ
ー
夫
妻
は
新
島
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
、
と
い
う
話
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
十
月
十

一
日
以
前
に
船
員
宿
で
書
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
史
実
は
見
当
た
ら
な
い
。

「
航
海
日
記
」
は

〔
一
八
六
五
年
〕
十
月
十
一
日

昨
日
、
船
ワ
ィ
ル
ト
・
ロ
ワ
ル　

ス
ト
リ
ー
ム
を
得
た
り

今
日
午
前
、
小
蒸
気
船
に
乗
移
り
ボ
ス
ト
ン
に
上
陸
せ
し
、
即
時
、
船
頭
Ｈ
・
Ｓ
・
テ
ー
ロ
ル
と
手
を
別
て
り
。
且
つ
船
番
、

吾
れ
を
誘
い
、
ポ
ル
チ
ェ
ス
街
〔Purchase﻿Street

〕
の
船
子
家
〔Sailor’s﻿H

om
e

〕
に
来
た
ら
し
め
り
。

と
記
す
。

新
島
襄
は
十
月
十
一
日
に
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
を
下
船
し
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
も
別
れ
、
そ
の
夜
は
船
員
宿
に
泊
ま
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
当
時
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
十
月
十
一
日
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
は
ア
ラ
バ
マ
州

モ
ー
ビ
ル
向
け
に
出
港
し
て
い
る
。

『
新
島
襄
全
集
8
』　

年
譜
編
、
で
は
、
十
月
十
一
日
か
ら
船
員
宿
に
泊
ま
り
、
三
日
後
の
十
四
日
に
手
記
を
書
き
上
げ
た
と
し
た
。

な
ぜ
三
日
間
か
と
い
う
と
「
箱
館
よ
り
の
略
記
」
に
「
波ボ

ス
ト
ン

士
頓
の
船
宿
に
三
値
日
之
間
逗
留
せ
し
め
」（『
新
島
全
集　

5
』
七
九
頁
）
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と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
今
日
の
同
志
社
で
一
般
的
に
語
ら
れ
て
い
る
説
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
説
に
は
大
き
な
弱
点
が
あ

る
。
も
し
、
手
記
の
出
来
が
悪
く
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
が
引
受
け
を
拒
否
し
た
ら
ど
う
な
る
か
。
船
長
も
船
も
去
っ
た
ボ
ス
ト
ン
で
、

新
島
は
難
民
状
態
で
放
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
テ
イ
ラ
ー
船
長
も
新
島
襄
も
そ
の
よ
う
な
選
択
は
し
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

他
方
『
新
島
襄
の
生
涯
と
手
紙
』
の
記
述
は
、
脚
色
さ
れ
過
ぎ
た
不
自
然
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
例
え
ば
「〔
ハ
ー
デ
ィ
ー
〕
夫
人

の
質
問
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
に
対
し
、
彼
の
反
応
は
短
い
音
声
だ
け
」
と
あ
る
。
一
年
三
カ
月
も
米
国
人
船
長
ら
と
暮
ら
し
た
新
島
に

は
、
抽
象
論
理
的
な
話
は
と
も
か
く
、
普
通
の
英
会
話
能
力
は
十
分
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

筆
者
の
想
定
す
る
経
緯
は
こ
う
で
あ
る
。
ボ
ス
ト
ン
到
着
後
、
先
に
も
紹
介
し
た
新
島
の
「
嘆
願
メ
モ
」
が
テ
イ
ラ
ー
船
長
に
手

渡
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
船
内
で
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
応
援
を
得
な
が
ら
手
記
は
書
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の

確
た
る
証
拠
は
な
い
が
、
情
況
証
拠
は
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
し
て
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
が
再
度
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー
号
を
訪
れ
た
際

に
、
そ
の
手
記
は
渡
さ
れ
た
。
一
読
し
て
心
を
動
か
さ
れ
た
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
は
新
島
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。
十
月
十
一
日
は

新
島
襄
に
と
っ
て
、船
に
も
テ
イ
ラ
ー
船
長
に
も
別
れ
を
告
げ
、晴
れ
て
ア
メ
リ
カ
入
国
を
果
た
し
た
日
で
あ
っ
た
。
た
だ
直
接
ハ
ー

デ
ィ
ー
家
に
は
行
か
ず
船
員
宿
に
て
過
ご
し
た
の
で
あ
る
、
と
解
釈
す
る
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
お
こ
る
疑
問
は
な
ぜ
数
日
を
船
員
宿
で
過
ご
し
た
か
、で
あ
る
。
筆
者
は
ハ
ー
デ
ィ
ー
家
の
都
合
だ
っ
た
と
考
え
る
。
ハ
ー

デ
ィ
ー
家
の
よ
う
は
指
導
者
階
級
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
ホ
ー
ム
で
は
ホ
ー
ム
の
経
営
に
夫
人
が
強
い
権
限
を
持
っ
て
い
る
。
異
国
か
ら

来
た
一
青
年
を
ハ
ー
デ
ィ
ー
家
に
引
き
取
る
に
は
夫
人
を
説
得
し
、
同
意
を
得
る
必
要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
数
日
を

要
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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五

テ
イ
ラ
ー
船
長
の
執
筆
サ
ポ
ー
ト

「
日
本
脱
出
の
理
由
」
の
作
成
に
は
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
筆
が
加
わ
っ
て
い
た
、
少
な
く
と
も
か
な
り
の
作
文
指
導
が
な
さ
れ
て

い
た
と
筆
者
は
推
定
し
て
い
る
。

先
ほ
ど
紹
介
し
た
新
島
襄
が
ア
メ
リ
カ
入
国
と
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
の
就
学
援
助
を
願
っ
て
テ
イ
ラ
ー
船
長
に
渡
し
た
「
嘆
願
メ
モ
」

は
、
拙
い
英
文
で
訴
え
る
、

私
は
ど
う
や
ら
私
の
大
目
的
を
達
成
し
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
る
こ
と
を
申
し
上
げ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。

こ
の
船
の
持
主
は
私
に
非
常
に
親
切
に
し
て
下
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
方
は
私
が
あ
の
大
目
的
を
達
成
す
る
ま
で
私

を
学
校
に
や
っ
て
下
さ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
そ
の
方
は
私
の
た
め
に
金
を
無
駄
使
い
す
る
こ
と
に
な

る
か
ら
で
す
。
私
の
推
測
で
は
、
そ
の
方
は
ひ
と
月
に
少
な
く
と
も
二
十
ド
ル
を
私
の
衣
食
と
、
学
習
に
必
要
な
経
費
と
し
て

使
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
そ
の
方
が
も
し
私
の
た
め
に
そ
ん
な
多
額
の
出
費
を
な
さ
る
の
で
あ
れ
ば
、
私
に
相
当
な
仕
事

を
い
い
つ
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
ほ
と
ん
ど
一
日
中
働
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
働
く
こ
と
を
い
と
う
と
い
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
う
な
れ
ば
勉
強
時
間
を
大
い
に
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
も
し
十
分
な
知
識
を
獲
得
で

き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
日
本
に
帰
り
、
藩
主
や
家
族
や
友
人
に
顔
を
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
…

私
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
頭
が
と
ろ
け
る
ほ
ど
心
配
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
思
い
が
頭
に
浮
か
ぶ
と
、
読
書
は
全
く
手

に
つ
か
ず
、
何
事
も
楽
し
く
は
た
せ
な
く
な
り
、
ま
る
で
気
が
ふ
れ
た
よ
う
に
、
長
い
時
間
あ
た
り
を
見
ま
わ
す
ば
か
り
で
す
。

そ
れ
ほ
ど
に
ま
で
こ
の
問
題
は
私
の
心
を
混
乱
さ
せ
ま
し
た
。
…
あ
あ
、
私
は
み
じ
め
な
愚
か
者
で
す
。
あ
な
た
以
外
に
私
を
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救
っ
て
下
さ
る
人
は
誰
も
い
ま
せ
ん
。
…
（『
新
島
襄
全
集　

10
』、
一
八
－
一
九
頁
）。

こ
の
よ
う
に
新
島
に
泣
き
つ
か
れ
た
時
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
が
思
い
当
た
っ
た
の
は
船
主
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
を
そ
の
気
に
仕
向
け
る
こ

と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
新
島
を
船
主
と
結
び
つ
け
る
べ
く
作
文
を
指
導
す
る
。
航
海
の
つ
れ
づ
れ
に
新
島
か
ら
聴
か
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
日
本
脱
出
の
勇
敢
な
行
動
と
そ
の
動
機
を
文
章
に
ま
と
め
さ
せ
、
み
ず
か
ら
も
そ
の
添
削
を
手
伝
っ
た
。
そ
し
て
完
成
さ
せ
た

の
が
「
日
本
脱
出
の
理
由
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
推
定
で
あ
る
。

実
際
、『
新
島
襄
全
集　

6
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
新
島
の
「
嘆
願
メ
モ
」
の
文
言
の
い
く
つ
か
が
、『
日
本
脱
出
の
理
由
』
の
中

で
、
洗
練
さ
れ
た
英
語
と
な
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
添
削
で
あ
ろ
う
（
具
体
例
に
つ
い
て
は
、
拙
書
『
明
治
思
想

史
の
一
断
面
―
―
新
島
襄
・
徳
冨
蘆
花
そ
し
て
蘇
峰
』、
六
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

そ
の
他
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
が
助
力
し
た
で
あ
ろ
う
状
況
証
拠
が
あ
る
。
第
一
に
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
は
、
新
島
が
渡
米
就
学
の
目
的

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
う
え
で
乗
船
を
引
き
受
け
た
の
で
あ
り
、
そ
の
処
遇
に
責
任
を
感
じ
、
何
と
か
無
事
に
ア
メ
リ
カ
に

上
陸
さ
せ
た
い
と
考
え
た
筈
で
あ
る
。
第
二
に
、
入
国
さ
せ
る
に
相
応
し
い
青
年
と
テ
イ
ラ
ー
も
判
断
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
船

長
室
で
雑
用
を
す
る
新
島
襄
を
見
て
い
て
、
そ
の
人
柄
が
分
か
っ
た
し
、
一
緒
に
測
量
や
船
舶
の
位
置
計
算
が
で
き
る
ほ
ど
高
等
数

学
が
で
き
、
学
問
す
る
能
力
を
も
つ
こ
と
を
見
抜
い
た
。
い
わ
ば
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
一
次
面
接
試
験
に
合
格
し
て
、
推
薦
に
値
す
る

人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
は
船
主
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
の
人
物
を
よ
く
知
っ
て
い
た
か
ら
、
ど
う
訴
え
る
と
効

果
的
か
を
心
得
て
い
た
。
大
変
熱
心
な
新
教
徒
で
あ
る
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
の
泣
き
所
を
つ
く
作
文
の
指
導
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
が
手
助

け
し
た
こ
と
の
情
況
証
拠
で
あ
る
。



青
年
新
島
襄
と
Ｈ
・
Ｓ
・
テ
イ
ラ
ー
船
長
﻿

二
七

誇
張
さ
れ
た
求
道
の
旅
、
入
国
用
の
エ
ン
ト
リ
ー
・
シ
ー
ト

「
日
本
脱
出
の
理
由
」
に
お
い
て
新
島
青
年
は
、
江
戸
を
発
つ
と
き
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
求
め
て
の
旅
だ
っ
た
点
を
強
い
調
子
で

書
い
て
い
る
。「〔
抜
粋
聖
書
で
創
世
記
を
読
み
〕
こ
の
時
か
ら
私
の
心
は
、
英
語
の
聖
書
を
読
み
た
い
と
い
う
思
い
に
満
た
さ
れ
た

の
で
、
箱
館
〔
函
館
〕
に
行
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
か
ア
メ
リ
カ
人
の
聖
書
の
教
師
を
見
つ
け
よ
う
と
決
意
し
た
。
そ
こ
で
藩
主
と
両

親
に
対
し
て
箱
館
に
行
か
せ
て
ほ
し
い
と
お
願
い
し
た
。
彼
ら
は
そ
れ
を
許
さ
な
か
っ
た
。（
中
略
）私
は
自
分
の
願
い
を
持
ち
続
け
、

神
に
向
か
っ
て
、『
ど
う
か
お
願
い
で
す
か
ら
志
を
達
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
』
と
ひ
た
す
ら
祈
っ
て
い
た
」。
そ
の
後
幸
い
に
も
函
館

行
の
洋
式
帆
船
に
乗
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、「
私
は
い
く
ら
か
の
金
と
少
し
ば
か
り
の
衣
服
、
其
れ
に
僅
か
な
書
籍
と
を
た
ず
さ

え
て
家
を
出
た
。
も
し
こ
の
金
が
な
く
な
っ
た
ら
ど
う
や
っ
て
衣
服
を
ま
か
な
う
の
か
を
考
え
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
こ
の
身

を
神
の
御
手
に
ゆ
だ
ね
た
」。「
箱
館
に
到
着
し
て
適
当
な
英
語
の
教
師
を
探
し
た
が
、
八
方
手
を
つ
く
し
て
も
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
私
の
心
は
一
転
し
て
、
国
外
脱
出
を
考
え
る
に
至
っ
た
」（『
新
島
襄
自
伝
』　

二
四
－
二
五
頁
）
と
。

こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
完
璧
な
キ
リ
ス
ト
教
求
道
者
と
し
て
の
旅
姿
で
あ
る
。
二
十
五
両
の
大
金
を
も
っ
て
江
戸
を
出
港
し
て
い
た

の
に
「
い
く
ら
か
の
金
」
と
書
く
。
函
館
行
き
の
途
中
で
「
港
の
怪
物
」
と
出
会
っ
て
大
金
を
失
っ
た
事
実
と
は
あ
ま
り
に
も
違
う

話
で
あ
る
。
所
持
金
を
な
く
し
て
進
退
き
わ
ま
っ
た
の
は
函
館
に
着
い
て
以
降
の
事
情
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、「
こ
の
身
を
神
の

御
手
に
ゆ
だ
ね
」
と
い
う
よ
り
も
、
一
か
八
か
の
運
命
を
賭
け
て
、「
私
の
心
は
一
転
し
て
、
国
外
脱
出
を
考
え
る
に
至
っ
た
」
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

「
日
本
脱
出
の
理
由
」
の
記
述
は
、
新
島
に
お
い
て
自
己
欺
瞞
で
は
な
い
に
せ
よ
、
か
な
り
誇
張
さ
れ
て
い
る
。
今
日
で
も
大
学

生
が
就
職
活
動
で
エ
ン
ト
リ
ー
・
シ
ー
ト
を
書
く
時
に
は
、
相
手
企
業
を
も
ち
上
げ
、
自
分
の
動
機
を
企
業
向
き
に
強
調
し
忖
度
す

る
が
、
新
島
に
と
っ
て
「
日
本
脱
出
の
理
由
」
は
ア
メ
リ
カ
入
国
の
た
め
の
エ
ン
ト
リ
ー
・
シ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
こ
の
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作
文
は
大
成
功
し
、
ハ
ー
デ
ィ
ー
氏
の
心
を
捉
え
、
ア
メ
リ
カ
入
国
を
実
現
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
後
の
新
島
襄
の

人
生
は
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
道
を
立
派
に
実
行
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

付
言
す
れ
ば
、
二
度
目
の
訪
米
時
に
ハ
ー
デ
ィ
ー
家
の
別
荘
でM

y Y
ounger D

ays

（「
私
の
若
き
日
々
」）
を
ま
と
め
た
際
、

新
島
襄
は
、「
日
本
脱
出
の
記
」
の
誇
張
し
た
記
述
と
矛
盾
を
来
さ
な
い
よ
う
に
苦
心
し
な
が
ら
、
以
前
よ
り
も
事
実
に
忠
実
な
半

生
記
を
ま
と
め
る
と
い
う
細
心
の
作
業
を
行
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
テ
イ
ラ
ー
船
長
と
新
島
襄

ア
メ
リ
カ
入
国
後
も
、新
島
襄
は
テ
イ
ラ
ー
船
長
一
家
か
ら
家
族
の
一
員
の
よ
う
な
扱
い
を
受
け
交
流
を
重
ね
た
。
フ
ィ
リ
プ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
に
在
学
し
た
一
八
六
六
年
の
最
初
の
夏
休
み
に
は
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
み
ず
か
ら
新
島
を
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
ま
で
迎
え
に

行
き
、
チ
ャ
タ
ム
の
実
家
で
過
ご
さ
せ
て
い
た
。
そ
の
年
の
十
月
に
は
、
テ
イ
ラ
ー
が
中
国
に
出
帆
す
る
直
前
に
、
新
島
を
ボ
ス
ト

ン
に
呼
び
出
し
、
歓
談
の
後
、
上
等
の
外
套
と
帽
子
を
買
い
与
え
た
。
一
八
六
七
年
の
夏
休
み
は
、
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
実
父
の
家
で

過
ご
し
た
。
一
八
六
九
年
四
月
二
十
八
日
に
は
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
両
親
の
金
婚
式
に
招
か
れ
て
一
泊
し
た
。
そ
し
て
一
八
六
九
年
夏

休
み
も
テ
イ
ラ
ー
家
で
海
遊
び
な
ど
を
満
喫
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
四
か
月
後
、
悲
劇
が
起
こ
る
。
テ
イ
ラ
ー
船
長
が
不
慮
の
事
故
で
急
死
し
た
の
で
あ
る
、
享
年
四
十
歳
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

知
っ
た
時
の
新
島
の
衝
撃
の
大
き
さ
は
以
下
の
日
記
に
な
ま
な
ま
し
い
。

一
八
六
九
年
十
二
月
十
三
日
、
月
曜
日
朝
の
事
だ
っ
た
。
一
人
の
子
供
が
黄
色
い
紙
片
を
私
の
許
に
持
っ
て
き
て
、
手
短
か

に
、
宛
名
人
を
た
し
か
め
た
。
そ
れ
は
テ
イ
ラ
ー
船
長
の
死
を
知
ら
せ
る
電
報
だ
っ
た
。
非
常
に
驚
い
た
。
ど
う
し
て
い
い
か
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わ
か
ら
な
か
っ
た
。
全
然
口
が
き
け
な
か
っ
た
。
椅
子
に
掛
け
た
ま
ま
、『
こ
ん
な
こ
と
は
信
じ
ら
れ
な
い
。
夢
だ
。
そ
ん
な

は
ず
は
な
い
。
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
』
と
つ
ぶ
や
い
て
い
た
。
涙
も
、
言
葉
も
出
な
か
っ
た
。
…
で
も
船
長
の
き
ょ
う
だ
い
た

ち
に
会
っ
た
と
き
、
大
声
で
泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。
…
は
げ
し
く
泣
く
の
み
だ
っ
た
。
船
長
が
な
ぜ
私
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
人
で
あ
っ
た
か
を
、
ど
う
表
現
し
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
。
私
は
シ
ャ
ン
ハ
イ
で
彼
の
親
切
な
手
で
う
け
と
め
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
。
シ
ナ
服
を
与
え
た
上
、
縫
い
方
を
教
え
て
く
れ
た
。
航
海
術
も
教
え
て
く
れ
た
。
辛
抱
強
く
話
し
か
け
て
く
れ
た
し
、

い
つ
も
私
の
あ
や
ま
ち
を
許
し
て
く
れ
た
。
私
に
ひ
ど
い
言
葉
を
か
け
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
以
後
私
の
親
代
わ

り
と
な
っ
て
下
さ
っ
た
方
に
私
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
も
船
長
だ
っ
た
（『
新
島
襄
全
集　

6
』
六
四
－
六
五
頁
、『
新
島
襄
全

集　

10
』、
一
〇
七
－
一
〇
八
頁
）。

こ
れ
ほ
ど
新
島
青
年
に
と
っ
て
テ
イ
ラ
ー
船
長
は
大
き
な
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
記
に
あ
る
よ
う
に
、
上
海
か
ら
の
船

上
生
活
で
、
二
人
は
親
子
の
よ
う
な
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
た
。
新
島
襄
の
人
格
的
成
熟
は
テ
イ
ラ
ー
船
長
に
負
っ
て
い
た
。
そ
れ

故
に
ア
ン
ド
ー
ヴ
ァ
ー
で
ヒ
ド
ン
家
に
下
宿
し
た
時
に
は
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
市
民
に
見
劣
り
し
な
い
紳
士
と
し
て
振
る
舞

う
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

む
す
び
に
か
え
て

幕
末
と
い
う
時
代
は
、
も
っ
と
も
意
欲
的
で
も
っ
と
も
良
質
な
青
年
た
ち
を
逸
脱
行
動
に
走
ら
せ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
行
動
に
出
ら
れ
る
の
は
青
年
の
特
権
で
あ
る
。
新
島
襄
も
そ
の
よ
う
な
ひ
と
り
で
、
試
練
を
覚
悟
し
不
安
に
お
び
え
な
が
ら
も
、

決
然
と
、
外
国
と
い
う
未
知
の
深
み
に
漕
ぎ
出
し
た
。
破
た
ん
の
可
能
性
を
は
ら
み
な
が
ら
「
密
出
国
」
と
い
う
人
生
を
賭
け
た
実
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存
的
な
旅
に
出
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
新
島
襄
に
お
い
て
出
国
時
の
恩
人
は
ベ
ル
リ
ン
号
の
セ
イ
ヴ
ォ
リ
ー
船
長
で
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
入
国
な
ら
び
に
人
格
的
成
熟
（
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
と
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
市
民
性
）
の
恩
人
は
ワ
イ
ル
ド
・
ロ
ー
ヴ
ァ
ー

号
の
テ
イ
ラ
ー
船
長
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
異
な
っ
た
二
つ
の
船
内
で
の
「
巣
ご
も
り
期
間
」
が
、
封
建
武
士
を
キ
リ
ス
ト
教
を
信

ず
る
文
明
紳
士
に
変
容
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。


